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§ 且。重複訪問巡回セー砂スマン閑寂と睦  （1），（2）はいわゆる割り一当て問題で  

巡回セールスマン問題（T S）は、   簡単に解けるが、その解g＝によって  
出発点（デポ）から各店を、最小総距   作られるルート（図1）が作るサイク  
離でまわって、デポに戻るルートを求   ルがすべてデポから出て（このような  
める問題であるが、ここでは各店gに   サイクルを根付きサイクルと呼ぶ）い  
巡回すべき頻度／暮が指定されている   て、その長さ（サイクル中に含まれる  
問題を考え、これを霊視訪問巡回セ一   店数）がちょ うど且となっていれば、  
ルスマン問題（MT S）と呼ぶことに   それが最適解であるが、一般にはデポ  

する。この問題は、ある地域に点在す   から離れたサイクル（これを浮サイク  
るタバコ店にタバコを配分する場合、   辿と呼ぶ）があったり、根付きサイク  
店の規模や環境によって、一定期間に   ルでも長さが且にならないものがある。  
訪問すべき回数が個別に指定された場   そこで  

合、どのようなルートをまわれば総距   （3）浮サイクルがなく、根付きサイク  
顔が最小になるかを求める問題から起  ルの長さはすべて£  
こったものであるが、頬似の問題は数   という条件を付加した（1），（2），（3）の  

多くあると思う。  解が求めるMT Sの最適解となる。当  
MT Sの最適解を出すことは、店数   然ながら解が存在するためには次 

Ⅳが大きい場合、多項式オーダではお   件が必要である。   

い 

、 

（4） t＝伸  

応用した効率のよい近似解法を与える。   図1の例は（2），（3）を満たす解であ   

、 

訪。  ー  

ついて解析する。  る点に対しては、そのルートが一意に  §2 MS定化   定まらないことである。たとえば0234  
＿ ＿  

の  

， 

この研究は住商情報システムK．K．から鍵供された問題である。  
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§3．MてSの解塗  

（a）重複訪問割り当て問題（（3）を除  

いた（1），（2）のみの問題）を解く。こ  

れはヒッチコック型輸送問題として簡  

単に解ける［1］。ここでは双対木解法  

を用いた。解いた結果、図1のように  

∬tj＝1ならfとノを枝で結び、∬l」＝0な  

ら結ばない。  

（b）サイクル構成－（a）の結果からサ  

イクルを作る；デポ0から出発し、／l  

の小さい順に（／lの値が同じなら店  

番の若い順）枝をたどって、ルートを  

構成して行く。一度たどった枝は削除  

する。デポ0に戻ればこのルートは1  

つの根付きサイクルを構成する。再び  

デポから出発し、同様のことを繰り返  

で定義し、  ら
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2のようなヒ  コック輸送問題を解  

く。この解をツーJ（月lから5Jへの輸  

送量）（i＝1～桝，ノ＝1～ 乃）、〆＝ （f。  

から5Jへの輸送量）（α＝1～亀 ノ＝1～  

乃）とする。  
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ここでは陽に構成する必要  配■分のためのヒッチコック輸送問題   図2  
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イクルと呼ぶ）を5l，52，・‥ ，5n そ  

れらの長さをざ1．52，‥・ ，5n とする。  

（長さがちょうどエのサイクルはすで  

に（3）の条件を満たしているから以下  

の配分問題には無関係となる）  

（c）配分問題   

長サイクルR－の㌻－＝ri－エ個の余分  

の店および浮サイクルに属する店（こ  

れらをfl，f2，・‥ ，Jkと しておく）を  

短サイクル亭jの不足分㌻J＝エー＝に、  

次の方法で配分する。ここで   
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